
平成２０年度　玄海町立仮屋小学校　　学校評価結果

１　学校教育目標

２　学校経営ビジョン

４　前年度の成果と課題

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標

○学校経営方針 学校教育目標の周知及び活用 教職員、児童、保護者に周知する。
重点目標の認知度を７０％以上にす
る。 A

　学校評価得点が児童８６．８、保護者
８１．５となり、目標値を超えている。
　学校便りや育友会役員会等で随時
説明することができた。

○開かれた学校づく
り

保護者、地域への情報発信と
人材活用による開かれた学校
づくりの推進

授業参観日や学校行事への保護者出
席を８０％以上にする。
「ふれあいの日」等を設定し、地域の方
の学校訪問の機会を増やす。

A

　授業参観日や学校行事への保護者
出席率は８０．８％で目標値を超えた。
学校便りは月平均２回発行することが
できた。

○校種間の連携 保・小・中の連携 保育園と小学校の連絡会を実施し、課
題について共通理解をする。
小学校と中学校との情報交換をいろん
な機会を通して行う。

Ｂ

　保育園や中学校との連絡会は、２回
実施されたが、十分ではなかった。英
語活動に関して中学校の英語教諭に
も授業を見てもらったり、助言をもらっ
たりした。

○危機管理体制 危機管理マニュアルの周知徹
底
緊急時の連絡体制の確立

危機管理マニュアルの周知徹底を図
る。
危機管理に関する校内研修を学期に１
回以上行う。
避難訓練を各１回実施する。
定期かつ臨時の安全点検を実施し、児
童の安全確保に努める。

Ｂ

　交通安全教室や防犯教室は外部講
師に指導をしてもらい、児童の意識が
高まった。避難訓練は３回実施し、校
内研修の充実ができなかった。

○教職員の資質の
向上

職員研修の充実(校内研究・教
育相談・危機管理・その他)

全員授業公開を行う。
各種職員研修を充実する。
児童の実態に応じた授業研究と理論研
究を行う。
一人１回以上は研究会に参加する。

Ａ

　全員授業公開をすることができた。
教育委センター講座の受講を積極的
に行った。夏期休業中の校内研修に
外部講師を招聘し実施することがでい
た。

教育
活動

●学力向上 基礎・基本の指導の徹底
家庭学習のすすめと定着

CRT学力検査（国語・算数）においてＣ
の段階を児童を全国水準より減らす。
学年に応じた家庭学習の習慣の定着を
図る。

Ｂ

　地区基礎学力テストで合格率が向上
した。家庭学習はチェックカードによる
と平均４．７のポイントを示し、定着して
きている。

「話す力」「聴く力」の向上 「授業に集中する児童」学校評価得点
（教師）を６２以上にする。

Ｂ

学校評価得点（教師）は６３．３で目標
を達成したが、話す力が十分について
いない。

○読書活動 学校図書室の活性化と読書活
動の充実

全校「朝読書」に努め、学年に応じた図
書に親しませる。
年間個人図書貸出し冊数を低学年５０
冊以上、中学年６０冊以上、高学年７０
冊以上にする。

Ａ

　一人あたりの貸し出し冊数が２月末
で低学年６４冊、中学年１０１冊、高学
年７１冊となり、目標を達成した。

「豊かな心をもち、自ら学び、自ら考え、生き生きと活動する児童の育成」

３　本年度の重点目標

 （１）「確かな学力の向上を図る」ために、基礎基本の定着を
図る指導方法の工夫改善を行うとともに、家庭との連携を
密にして家庭学習を習慣化する。また、校内研究に努め、
児童のコミュニケーション力を高める。
 
 （２）「豊かな心を育てる」ために、元気なあいさつと返事を
年間重点目標とし、思いやりの心を育てる道徳の指導充実
を図る。また、学級活動や縦割り活動等を通して集団帰属
意識を高める。
 
 （３）「たくましい体を育てる」ために、『早寝・早起き・朝ご飯』
を徹底させ、基本的な生活習慣を身につけさせる。また、外
遊びを奨励し、体力の向上を図る。

（めざす児童像）
　１，体を鍛え、健康で明るい子ども
　２，分かろうと自ら進んで学ぶ子ども
　３，優しく礼儀正しい子ども

（めざす学校像）
　１，楽しい学校…児童も教師も生き生きとして通う学校
　２，伸びる学校…児童も教師も成長する学校
　３，美しい学校…美しく清潔感のある学校
　
　

○昨年度まで２年間、校内研究は「金銭教育」をテーマとし、研究目標としていた「勤労の
尊さ」「健全な金銭感覚」「（生活の中で）生かす」に迫ることができた。また、授業の工夫
を通して授業の焦点化や効果的な指導のあり方についても授業の力を高めることができ
た。
○ＣＲＴ検査の結果、Ｃの段階の児童を全国水準より減らすことができた。これは児童一
人一人に適切な指導を重ねてきた結果である。更にチャレンジタイムの内容の工夫・充
実を図るなどして、各学年の到達度を全国得点に近づけたい。
○英語活動の実践交流は不充分であったが、担任とＡＬＴ、英語活動担当者等との打ち
合わせを綿密に行い英語活動の充実に努めた。その結果英語活動に関する児童の関
心・意欲が高まった。
○基本的生活習慣の定着のために「健康とくらしチェックカード」を活用することで保護者
との連携を図ることができた。

からだをきたえよう
りこうな子どもになろう
ややさしい心をそだてよう

学校
運営

（めざす教師像）
　１，子どもを愛する教師
　２，豊かな人間性を持つ教師
　３，規律を保持し、信頼を得る教師

評価及びその理由

５　総括表



 ●心の教育 道徳の時間、人権・同和教育の
充実、学級活動の充実

『いじめ』のない学級の評価得点（児童）
を８０以上にする。
人権や命にかかわる授業づくりを行う。
保護者が参観、参加する道徳の授業を
年１回以上実施する。

Ｂ

　学校評価得点（児童）は８１．０で目
標値を超えたが、日常の生活の中で
相手を思いやる態度が十分に育って
いない。

教育相談の充実 児童の相談に適切に対応する。
子どもの安心安全な居場所づくりに努
める。
保護者から相談しやすい雰囲気づくり
に努める。

Ｂ

　子どものつぶやきを大切にしてきた
が、相談を受けて解決するまでの体制
が不十分だった。

○英語活動 英語活動の充実 英語活動の学校評価得点（職員）を８１
以上にする。

Ａ

　学校評価得点（職員）は９６．７で目
標値を十分達成した。ＡＬＴと打ち合わ
せする中で、職員に英語活動に取り組
む自信と意欲が高まった。

●健康・体つくり 歯磨きの習慣化と食育の充実
外遊びの奨励

食後の歯磨きの習慣化と食事の好き嫌
いを減らす。
食育の授業を年間１回実施する。
元気に外で遊ぶ。

Ｂ

　食育は栄養教諭の活用や委員会活
動でも取り組んだが、個人的な好き嫌
いを改善するまでにいたっていない。

○生徒指導 年間重点指導「元気にあいさ
つ・返事」の徹底

あいさつや返事が元気にできている学
校評価得点（児童）を７０以上にする。

Ｂ

　学校評価得点（児童）は７９．３で目
標値を超えたが、全児童の意識付け
にはいたっていない。

清掃指導の充実 「清掃指導」の学校評価得点（職員）を７
２以上にする。

Ａ

　学校評価得点が、職員７９．５となり、
目標値を超えた。

○校内の環境美化・
教室環境づくり

花いっぱい活動の充実
教室環境の整備
ゴミのない学校

全校児童が一年を通じ、植物の栽培を
する。
ゴミのない美しい学校をめざす。
「教室環境づくり、校内環境づくり」に対
する学校評価得点（児童）を７８以上に
する。

Ｂ

　学校評価得点（児童）は８４．３で目
標値を超えたが、お菓子の袋などのゴ
ミが目立った。

特定
課題

●小学校低学年の
学習環境の改善充
実

基本的な生活習慣・学習習慣
の定着

時間を守る。
元気の良いあいさつ・返事をする。
教師や友だちの話をしっかり聞く。
家庭学習を習慣化し、宿題をきちんとす
る。
学習用具の準備等を徹底する。

Ｂ

　目標は指導計画に沿っておおむね
達成できたが、一部周知徹底ができな
かった。

○基本的生活習慣 基本的習慣の定着 早寝・早起き・朝ご飯を徹底する。
ゲームとテレビの時間の約束を守らせ
る。
保護者からの働きかけの学校評価得
点を７０以上にする。

Ｂ

　学校評価得点（保護者）は７３．１で
目標に到達したが、早寝・早起きが十
分に定着していない。

○校内研修に外部からの講師を招き研修内容の充実を図ったり、教育センター講座を積極的に受講したことで、教職員一人一人の研修意欲が向上
した。

○チャレンジタイムを有効に活用したり、個別指導の充実を図ってきたことで、基礎学力が向上してきた。しかし、活用する力が不足している。全教科・
領域で言語活動の充実を図るなどして活用する力をつけさせたい。

○英語活動について外部講師から指導を受けたり、指導内容をＡＬＴと密に打ち合わせを行ったりしたことで、教師の指導力向上につながり学校評価
得点（児童）が９５．０となるなど充実した英語活動が実践できた。

○「健康とくらしチェックカード」の取り組みで、朝食・家庭学習など定着した。また、家庭との連携により基本的生活習慣も向上しつつある。

６　　総合評価

７　　来年度の改善策

・校内研修の充実を図り、教師の指導力向上に努めるとともに、県・国の学力状況調査や校内学力検査などの結果分析を十分行い、指導に生かす。

・小規模校の利点を生かし、授業や行事の中で子どもたち自身の出番をさらに増やすことで、やる気と自信をつけさせたい。

・授業参観の充実を図ったり、学校の情報を積極的に公開したりすることで、保護者や地域に開かれた学校づくりを推進していく。

・学校と保護者・地域がさらに連携し、閉校に向けた思い出づくりをするとともに、統合への意欲を高める。（平成２２年３月末閉校、４月統合し新校へ）


